
※裏
う ら め ん

面は、釣
つ

るための
　テクニックを紹

し ょ う か い

介 !!

レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、「明
あす

日の釣
つ

りに必
ひつよう

要なもの」から「釣
つ

るための準
じゅんび

備と注
ちゅういてん

意点」、「釣
つ

り方
かた

のコツ」を紹
しょうかい

介していますので、
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けて下
くだ

さいね !!

ガイド 船
ふね

キス・カレイ釣
づ

り用
よう

＆船
ふなづ

釣り浅
あさばよう

場用セット
キス・カレイ、ロックフィッシュ  バージョン安心あん

しん

しっかり読
よ

んで、
ゴキゲンな釣

ちょうこう

行を !!

お買
か

い物
もの

リスト

シロギ
ス

仕
掛
け

カレイ
仕
掛
け

カサゴ
同突き
仕掛け

クラッチを押
お

すとスプール
の 回

かいてん

転 が フ
リーになる。
仕

しか

掛けを投
とうにゅう

入
する時

とき

や、道
みち

糸
いと

を出
だ

したい
時
とき

に使
つか

う。 

道
みちいと

糸を巻
ま

くため
のとって。 

スプールに道
みちいと

糸を
均
きんとう

等に巻
ま

く装
そうち

置。
ハ ン ド ル を 巻

ま

く
と、この部

ぶぶん

分が左
さ

右
ゆう

に動
うご

く。 

スピニング同
どうよう

様、回
まわ

して道
みちいと

糸の出
で

を調
ちょうせい

整
する。

アオイソメやジャリメ、ゴ
カイを使

しよう

用。
シロギス、ハゼは、ハリの
チモトを隠

かく

すように刺
さ

し
込
こ

み、タラシを1 ～ 2cm
にして切

き

る。
カレイ狙

ねら

いなら、2 ～ 3
匹
ひき

を房
ふさが

掛けすること。
インターロック付

つ

き
ヨリモドシ

小
こがたかた

型片テンビン

オモリ

タラシ

房
ふさが

掛け

一
いっぱんてき

般的には、イソメ類
るい

か魚
さかな

の切
き

り身
み

を使
しよう

用。通
つうじょう

常は
船
ふなやど

宿が用
ようい

意しているが、確
かくにん

認を忘
わす

れずに！

イソメ類
るい

は、
口
くち

からハリを
刺

さ

し、10 ㎝
程

ていど

度で切
き

り、
余
あま

った部
ぶぶん

分を
付

つ

け足
た

す。

切
き

り身
み

はサバ（1㎝
×5㎝程

ていど

度）が、ポ
ピュラーで、皮

かわがわ

側から
ハリを刺

さ

すのが基
きほん

本。
上
じょうぶ

部のセンターに刺
さ

して、落
お

とし込
こ

み時
とき

の
回
かいてん

転を避
さ

けよう。

インターロック付
つ

き
ヨリモドシ

オモリ

キス・カレイ用
よう

（片
かた

テンビン仕
しか

掛け） 浅
あさばよう

場用（胴
どうつ

突き仕
しか

掛け）

8の字
じむす

結びの箱
はこが

掛け

クリップに通
とお

し
てつなぐ

市し
は
ん販

の
仕し

か掛
け
を
購こ

う
に
ゅ
う入

8の字
じむす

結びの箱
はこが

掛け

クリップに通
とお

し
てつなぐ

このリストを釣
つりぐてん

具店の店
てんいん

員さん
に見

み

せて用
ようい

意しよう！

ハリ外
はず

しに
も使

つか

えるハ
サミ。

インターロック付
つ

きヨリモドシ

道
みちいと

糸と仕
しか

掛けをつな
ぐ金

かなぐ

具。スナップ付
つ

き
ヨリモドシでも可

か

。

大
おお

きさ８号
ごう

前
ぜん

後
ご

を２〜３個
こ

偏
へんこう

光サングラス

水
すいちゅう

中を見
み

やす
くし、安

あんぜんめん

全面に
も役

やくだ

立つ釣
つ

り
用
よう

サングラス。

1つ

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物を購
こうにゅう

入

フィールドプライヤー 1つ 船
ふね

キス・カレイ釣
づ

り用
よう

には

狙
ねら

う魚
さかな

に合
あ

わせ
た仕

しか

掛けを釣
つりぐ

具
店
てん

、または船
ふなやど

宿で
買

か

うこと。

仕
しか

掛け 市
しはん

販の仕
しか

掛けを２〜３つ用
ようい

意

半
はんにちづ

日 釣 り な ら こ れ で
充
じゅうぶんたの

分 楽 し め る。エ サ の
種
しゅるい

類は船
ふなやど

宿で確
かくにん

認。なお、
船
ふなやど

宿でエサを用
ようい

意してく
れる場

ばあい

合もある。

エサ アオイソメやジャリメ、ゴカ
イ類

るい

1パック

船
ふなづ

釣り浅
あさばよう

場用には

小
こがた

型片
かた

テンビン

道
みちいと

糸とハリ
スを絡

から

みに
くくし、クッ
ションの役

やく

割
わり

をする。

腕
わんちょう

長10ｃｍ前
ぜんご

後
を2つくらい

オモリ 5号
ごう

〜 25号
ごう

ま
でを3 〜 4個

こ オモリ

仕
しか

掛けをポイントやタ
ナまで運

はこ

ぶもの。

10号
ごう

〜 40号
ごう

までを3 〜 4個
こ

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
ちょうこう

行を！

通
つうじょう

常はラインを
巻

ま

き取
と

る方
ほうこう

向で
固

こてい

定する。

ベールアームが回
かいてん

転し
て糸

いと

を巻
ま

き取
と

るタイプ。

道
みちいと

糸を巻
ま

くため
のとって。

ここに道
みちいと

糸を通
とお

して巻
ま

く。
キャストする時

とき

は開
ひら

く。 

ここを締
し

めることで
道
みちいと

糸にブレーキがかか
る。また緩

ゆる

めると道
みちいと

糸
が出

で

やすくなる。

ハンドル

ベールアーム

ドラグ

ストッパーレバー

【スピニングリールの特
とくちょう

徴】

1
2 3

4 5 6

7

1

4

3
ラインをふたつ
折
おり

にする。 

二
にじゅう

重になったラ
インで輪

わ

を作
つく

る。 

ラインがクロス
する部

ぶぶん

分を左
ひだりて

手
の親

おやゆび

指と人
ひとざ

差し
指
ゆび

でつかむ。 

輪
わ

の中
なか

に右
みぎて

手
の人

ひとざ

差し指
ゆび

を
入
い

れて１回
かいてん

転。

③のあの部
ぶぶん

分
の輪

わ

に通
とお

す 

あに通
とお

したラインを引
いん

っ
張
は

って締
し

めこめば、８の
字
じむす

結びの完
かんせい

成です。

８の字
じむす

結びで作
つく

っ
た輪

わ

をヨリモドシ
のアイに通

とお

す。

輪
わ

を開
ひら

い
て、ヨリモ
ドシをくぐ
らせる。 

 道
みちいと

糸を引
ひ

く

きっちり引
ひ

いて、結
けっそくかんりょう

束完了。

あ

2

3 道
みちいと

糸に仕
しか

掛けをセット

① 道
みちいと

糸で８の字
じ む す

結びを作
つく

る。

② 箱
は こ が

掛けにする

外
はず

しやすいように、
もうひとつ結

むす

ぶ
取
と

りはずしを楽
らく

にするために８の字
じむす

結
びをふたつ作

つく

り、ふたつ目
め

でできた輪
わ

にインターロック付
つ

きヨリモドシを結
むす

ぼう。ひとつ目
め

の輪
わ

を引
ひ

けば、取
と

りは
ずしが簡

かんたん

単にできるぞ。

スプール（糸巻き）が回転して糸を巻き取るタイプ。

【ベイトリールの特
とくちょう

徴】

レベルワインド

ドラグ
ハンドル

クラッチ

スピニングリールは、ハンドルを交
こうかん

換して扱
あつか

いやすいようにしよう！
　ハンドル交

こうかん

換が簡
かんたん

単なスピニングリール。ロッド操
そうさ

作は利
き

き手
て

の方
かた

が操
そうさ

作しやすい
ので、右

みぎき

利きの人
ひと

は左
ひだり

に。左
ひだりき

利きの人
ひと

は右
うそく

側にハンドルを変
か

えよう。

①ハンドルの反
はんたい

対に付
つ

いている
キャップを外

はず

す。

②10円
えんだま

玉などの硬
こうか

貨でネジを回
まわ

してネジ
止
と

めごと抜
ぬ

き、ハンドルも外
はず

す。

③ネジとハンドル
を入

い

れ替
か

えて差
さ

し込
こ

み、ネジを締
し

め、キャップを付
つ

けて完
かんりょう

了。

【釣
つりぐ

具のセッティング】1〜4の順
じゅん

でセットしよう

1

2 市し
は
ん販
の
仕し
か掛
け
を
購こ
う
に
ゅ
う入

1

2

3
3

4

4

【エサとエサ付
づ

け】

　各
かく

イラストにあるつまみを回
まわ

して圧
あつ

を調
ちょうせい

整。ファイト
中
ちゅう

、魚
さかな

の引
ひ

きにハリスやリーダーが耐
た

えきれず負
ま

ける
（切

き

れる）寸
すんぜん

前に、ラインが出
で

るようにセットする。詳
くわ

しく
は、ゴールドマニュアルブック133ページをチェック！

ドラグ調
ちょうせい

整も行
おこな

おう

キス・カレイ用
よう

ロックフィッシュ用
よう

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 道
みちいと

糸をロッドのガイドに通
とお

す

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

①スピニングリールは、
リールのベールアーム
を起

お

こし、②リールに近
ちか

い順
じゅん

からガイドに順
じゅんじょ

序
良

よ

く通
とお

す。③先
せんたん

端のガイ
ドまでラインを通

とお

しきっ
たら、ゆとりを持

も

たせて
ベールアームを戻

もど

す。

穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいくこと。継
つ

ぎ目
め

の根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

くね

じ込
こ

むように押
お

し込
こ

む。ラインを通
とお

すガイドを一
いっちょくせん

直線にすることも忘
わす

れずに ！

ベイトリールの場
ばあい

合は、①親
おやゆび

指をクラッチに載
の

せ、下
した

に押
お

し込
こ

んでクラッチを切
き

っ
て道

みちいと

糸をフリーにする。②その後
あと

レベルワインドに道
みちいと

糸を通
とお

し、先
せんたん

端のガイドま
で通

とお

しきったら、③こちらもゆとりを持
も

たせ、クラッチを上
あ

げて戻
もど

すか、ハンドルを
１回

かいま

巻いてクラッチを戻
もど

す。

1 2 3

1 2 3 4

　８の字
じむす

結びの箱
はこが

掛けで道
みちいと

糸の先
せんたん

端をインターロック式
しき

、
またはクリップ付

つ

きヨリモドシに結
むす

び、仕
しか

掛けを取
と

り付
つ

ける

③ クリップに仕
し か

掛け類
るい

をセット

道
みちいと

糸

仕
しか

掛け又
また

は
片
かた

テンビン

片
かた

テンビンは、
腕
うでさき

先のクリップ
に仕

しか

掛けをセッ
トすること。

4 オモリを
　 付

つ

ける
クリップ部

ぶ

にオモリのアイ
（環

わ

）を通
とお

して止
と

める。

仕
しか

掛けをポイントや
タナまで運

はこ

ぶもの。

※どちらも船
ふなやど

宿で大
おお

きさや重
おも

さを確
かくにん

認して購
こうにゅう

入。

※釣
つ

る魚
さかな

の水
すいしん

深などで
重
おも

さや形
けいじょう

状が変
か

わる
ので船

ふなやど

宿で確
かくにん

認して
購
こうにゅう

入しよう。



　基
きほんてき

本的には仕
しか

掛けを真
ました

下に落
お

とすだけ。慌
あわ

てず確
かくじつ

実に投
とうにゅう

入しよう。
あせって投

とうにゅう

入すると手
てまえ

前マツリの元
もと

。回
かいしゅう

収も落
お

ちついて行
おこな

おう。

マメな底
そこ

ダチ取
と

りが絶
ぜつみょう

妙な誘
さそ

いを演
えんしゅつ

出

　探
さぐ

りの基
きほん

本は、竿
さおさき

先を
上
じょうげ

下に揺
ゆ

らしエサを漂
ただよ

わ
せる“リフト＆フォール”
となるが、船

ふね

は潮
しお

に流
なが

さ
れていく。底

そこ

の地
ちけい

形がど
んどん変

か

わるので、マメ
に底

そこ

ダチを取
と

って（底
そこ

を
確
かくにん

認する）、底
そこ

から仕
しか

掛け
が離

はな

れ過
す

ぎないようにす
ること。
　マメな底

そこ

ダチ取
と

りはリ
フト＆フォール同

どうよう

様、
絶
ぜつみょう

妙な誘
さそ

いとなるので、
しっかり行

おこな

おう。

★釣
つ

り方
かた

のコツ：キス、カレイ編
へん

★釣
つ

り方
かた

のコツ：カサゴ、メバル、イシモチ編
へん

水
すいしん

深 30ｍ以
いせん

浅の湾
わんない

内や沿
えんがん

岸の砂
すなち

地に棲
せいそく

息
するシロギス。一

いっぽう

方、カレイは水
すいしん

深 100ｍ
まで棲

せいそく

息する。どちらも砂
すなち

地の起
きふく

伏（ヨブ）
を狙
ねら

うと効
こうりつよ

率良く釣
つ

れる。

★ポイントはココ
貪
どんよく

欲なフィッシュイーターで、海
かいすい

水はもち
ろん、ベイト（エサとなる小

こざかな

魚）が集
あつ

まる
場
ばしょ

所なら、川
かわ

の中
なか

でも狙
ねら

える。基
きほんてき

本的にス
トラクチャー（障

しょうがいぶつ

害物）に身
み

を潜
ひそ

めて、食
く

うチャンスを狙
ねら

うこと。

★ポイントはココ

リズミカルなボトムバンプか
スピーディーなズル引

び

きで勝
しょうぶ

負！！

　船
ふなづ

釣りでは、気
きづ

付かぬうち
にラインが穂

ほさき

先に絡
から

まってい
ることが多

おお

くある。そのまま
キャストしてしまったりする
と事

じこ

故の元
もと

。豆
まめ

にチェックし
て快

かいてき

適に釣
つ

りを楽
たの

しもう。
　また、取

と

り込
こ

み時
どき

の仕
しか

掛け
（テンビンやビシ）の巻

ま

き込
こ

み
過
す

ぎも多
おお

く見
みう

受けられる。こ
ちらも穂

ほさき

先を痛
いた

めることにつ
ながるので要

ようちゅうい

注意。穂
ほさき

先の20
～ 30cmくらい手

てまえ

前で仕
し

掛
か

けを止
と

める癖
くせ

をつけよう！

仕
しか

掛けの投
とうにゅう

入、回
かいしゅうほう

収法
●スピニングリールはチョイ投

な

げを覚
おぼ

えておこう
　幅

はばひろ

広く探
さぐ

れるチョイ投
な

げをマス
ターしよう。
　ベールアームを開

ひら

き、スピニン
グリールのラインを利

き

き手
て

（指
ゆび

）
でつかむ。そしてもう一

いっぽう

方の手
て

で
仕
しか

掛けの片
かた

テンビンを持
も

ち、船
ふな

べ
りから乗

の

りだすように構
かま

えて準
じゅんび

備
完
かんりょう

了。
　後

あと

はロッドを持
も

ち上
あ

げると同
どうじ

時
に仕

しか

掛けと指
ゆび

を放
はな

すだけでOK。

　テンビン（オモリ）がス
ムーズにつかめる位

いち

置ま
で道

みちいと

糸を巻
ま

き、テンビンを
つかんで行

おこな

うこと。
　道

みちいと

糸やハリスをつかむ
と、オモリがブラブラし、
危
きけん

険なので要
ようちゅうい

注意。

●ベイトリールの胴
どうつ

突き仕
しか

掛けは…

　一
いってい

定のスピードで道
みちいと

糸を巻
ま

きあげ、仕
しか

掛
けの先

せんたん

端が海
かいめん

面に見
み

えたらストップ。オモ
リをつかむ態

たいせい

勢に入
はい

ろう。
　その後

ご

、リールを巻
ま

かず、穂
ほさき

先を上
あ

げてオ
モリをつかみ、仕

しか

掛けごと船
せんない

内に入
い

れ、再
さいど

度
クラッチを切

き

ってオモリを床
ゆか

まで下
さ

げてか
ら魚

さかな

をハリから外
はず

す。

　竿
さおさき

先を目
めせん

線より、やや
高
たか

めの位
いち

置に構
かま

えてオ
モリを持

も

って仕
しか

掛け全
ぜん

体
たい

を海
うみ

に出
だ

す。
　仕

しか

掛けが海
かいめん

面に出
で

きったら、リールのク
ラッチを切

き

り、オモリを
落
お

とせば完
かんりょう

了。

　エサをあまり追
お

わないカレイ。だからと言
い

って、エサに食
く

いつ
くのをヨブで待

ま

っているのも能
のう

がない。こんな時
とき

は、アクション
をかけて誘

さそ

ってみよう。
　ロッドを小

こきざ

刻みに動
うご

かすシェイキングが効
こうかてき

果的だから、実
じっせん

戦し
てみること。

　仕
しか

掛けを投
とうにゅう

入してボトムを確
かくにん

認した
ら糸
いと

フケを取
と

る。
　少

すこ

しズル引
ひ

きして、ヨブを見
み

つけた
ら、そこで止

と

めてアタリを待
ま

つことが
基
きほん

本だが、仕
しか

掛けを止
と

め過
す

ぎると、外
げどう

道
のメゴチが先

さき

に食
く

ってくることが多
おお

い。20秒
びょう

くらいたったら仕
しか

掛けを動
うご

か
して違

ちが

う場
ばしょ

所を探
さぐ

ってみよう。
　また、チョンチョンとリズミカルに
穂
ほさき

先を動
うご

かしながらリールを巻
ま

く“ボ
トムパンピング”も効

こうかてき

果的な誘
さそ

いにな
ると覚

おぼ

えておくこと。
　ちなみにヨブは、引

ひ

いてきた仕
しか

掛け
が重
おも

くなったところだ。

　ロックフィッシュの仲
なか

間
ま

は、そのほとんどが底
そこ

で
活
かつ

動
どう

するが、メバルに限
かぎ

っては習
しゅうせい

性が異
こと

なるので注
ちゅうい

意。群
む

れを作
つく

り、エサを
求
もと

めて活
かっぱつ

発に動
うご

き回
まわ

るので、底
そこ

だけでなく、数
すう

ｍ上
うえ

まで探
さぐ

ろう。

仕
しか

掛けを投
とうにゅう

入
したら、素

すばや

早く
糸
いと

フケをとる。

1

2 3
4

50ｃｍ～ 1
ｍくらい巻

ま

き上
あ

げ、様
ようす

子
を見

み

る。

アタリがないような
ら、底

そこ

ダチを取
と

り、再
ふたた

び仕
しか

掛けを50ｃｍ～
1ｍくらい巻

ま

き上
あ

げ、
様
ようす

子を見
み

る。これを
何
何ど

度か繰
く

り返
かえ

す。

アタリがやって
きたら、食

く

い込
こ

むまで待
ま

って、
ロッドに重

おも

みが
乗
の

ったらアワセ
を入

い

れ、そのま
ま巻

ま

き込
こ

んで取
と

り込
こ

もう。

根
ねが

掛かりしやすいので、素
すばや

早いタナの切
き

り
返
かえ

しがポイントとなる。オモリがそこに付
つ

いたら即
そく

、巻
ま

き上
あ

げて対
たいおう

応すること。

メバルはベタ底
そこ

に固
こしつ

執しないこと

タナの切
き

り返
かえ

し以
いがい

外に、海
かいてい

底をオモリ
でトントン叩

たた

くような誘
さそ

いも効
こうかてき

果的。
砂
すなち

地からイソメ類
るい

が砂
すなけむり

煙を立
た

てて出
で

てくるようなイメージで誘
さそ

おう。

穂
ほさきがら

先絡み
注
ちゅうい

意！

巻
ま

き込
こ

み
過
す

ぎ注
ちゅうい

意！

！ ※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかり
　お手

てい

入れを!!

　レンタル釣
つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、
元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包しておこう。また釣
つりぐ

具にキズを付
つ

け
たり、壊

こわ

してしまった場
ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに
残
のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れておこう。

ロッドをたたむ
場
ばあい

合は…

バッド部
ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して
行
い

く。ジョイント部
ぶ

がキツク締
し

まっている場
ばあい

合は、継
つ

ぎ目
め

の部
ぶぶん

分
を持

も

ち、雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネジり
ながら引

ひ

くとうまく抜
ぬ

ける。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さない
こと。穂

ほさき

先が折
お

れてしまうぞ。

※穂
ほさきがら

先絡みや
　巻

ま

き込
こ

み過
す

ぎに
　要

ようちゅうい

注意！

　自
じぶん

分はもちろん、他
たにん

人にも踏
ふ

まれて折
お

れることが良
よ

くあります。ロッ
ドを置

お

く場
ばあい

合は、荷
にもつ

物に立
た

て掛
か

けるなど、竿
さお

を目
めだ

立つ場
ばしょ

所に置
お

くように!!

※むやみにロッドを地
じめん

面に置
お

かない！　

投
とうにゅう

入
回
かいしゅう

収 投
とうにゅう

入 回
か い し ゅ う

収＆取
と

り込
こ

み

●砂
すなち

地はシログチ ●岩
がんしょうたい

礁帯はカサゴ

カレイはヨブを攻
せ

めシェイキングで誘
さそ

う!! ！

（シログチ）
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